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６．地点標設置工事作業要領

６－１ 一般事項

地点標は道路の維持管理及び利用のための基礎的施設であるから、その設置に当たっ

ては細心の注意を払い、必要かつ十分な精度を確保しなければならない。

６－２ 種類及び型式

１．種 類

(1) 地点標は路線の起点から整数粁標とその中間で100ｍ毎に設置する百米の２種類

とする。

(2) 粁標には起点からの粁数を付し、百米標には１から９までの数字を付して位置を

表示する。

２．型 式

地点標の型式はＡ、Ｂ及びＣ型の３型式とする。Ａ型は粁標に用い垂直面表示立柱型

とする。Ｂ型は百米標及びＡ型の設置不適当な市街部、交差道路に入る粁標、市街部以

外でも人家入口等の粁標に用い、水平面表示型とする。トンネル、橋梁、擁壁等Ａ、Ｂ

型ともに設置不適当な箇所は直接壁面に貼付するＣ型とする。

３．型状、寸法、材質

別添標準図による。

６－３ 設 置

１．地点標は路線の終点に向って左側の路端に建築限界を侵されないように設置するもの

とする。 この場合Ｂ型標では数字の下側が車道側になるようにする。

２．設置位置は別添標準図による。

３．地点標は路線毎に全線を通じた一連の数値を用い、重要区間をもつ路線では、下位路

線（上下位の別は同一道路種別では路線番号による）は粁数は累加するが、地点標は設

置しない。（図－１参照）重用区間延長については工事監督員の承諾を得なければなら

ない。

図－１ 地点標の設置
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４．地点標の埋設等は、これを正確に行うとともにその埋戻し、舗装復元等は当該箇所の

状況に適合するよう入念に実施しなければならない。

５．地点標は、歩道がロードヒーテングを行っている等の理由により、所定の位置に埋設

することが困難である場合は、工事監督員の承諾を得て20ｍ程度まで位置を変更するこ

とができる。この場合移動距離５メートル以下の端数を付さないものとする。

６－４ 地点距離の測定

１．距離は車道中心線上の路面延長を測定するものとし、器具はスチール・テープ（100m

または50m）とする。中央分離帯をもつ区間では、終点に向う車線の右側とする。

図－２ 地点距離の測定位置

２．起終点の位置はあらかじめ工事監督員の承諾を得なければならない。

３．地点標の設置位置は、１によって測定された測点（100m毎）の車道中心直角方向（曲

線部内においては当該曲線のその位置の接線の直角方向）になければならない。この場

合、直角方向の設置には、直線部では直角器（オプティカル・スクエア）または図－３

の方法によるが、曲線部では図－３に示す方法によらなければならない。三角定規によ

って直角方向の設定を行ってはならない。

［注］ 測点Ｑ（100m毎）によりＬ１、Ｌ２、を適宜測りＰ点を求め、ＰＱを水糸で

結びその延長上に地点標位置を定める。三角形は正三角形に近い形とすること。

図－３ 曲線部における地点標位置の決定方法
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４．他の道路との複雑な交差点およびロータリー設置箇所等における距離測定は、その方

法についてあらかじめ工事監督員の承諾を得たのち実施するとともに、地点標設置成果

標の備考欄に記入するものとする。

６－５ 主要地点調査

１．主要地点調査は当該路線に係る主要地点について、地点標を基準に調査を行うものと

する。

２．主要地点調査の対象は別に指示するもののほか次の各号を基準とする。

(1) 建設管理部界、市町村界

(2) 市町村役場、鉄道停車場、学校、幼稚園、保育所、地区会館前およびその進入路、

バス停留所、その他当該地方の著名地点

(3) 主要な市町村道以上の交点、踏切の中心、橋梁及びトンネルの起終点、道路中心

標、歩道の起終点、車道舗装幅員（装甲路肩を含む）の変異点（曲線部拡幅、導水

縁石拡幅等を除く）

(4) 建設管理部及び市町村界は工事監督員の承諾を得なければならない。

６－６ 成果表の作成（例示参照）

１．地点標型式は、別添標準図による。

２．記入数値の単位は、下表による。

表－１ 記入数値の単位

項 目 単 位 備 考

(1) 地点標間距離

(2) 道路中心標位置
㎝ 車道中心距離による

(3) 橋梁トンネルの起終点位置

(4) 路線の終点位置

(5) 道路中心より地点標前面までの距離 0.1ｍ 10㎝以下四捨五入

(6) 建設管理部、市町村界

(7) 市町村役場等入口

(8) 主要道路交差点、踏切の中心、 ｍ 車道中心距離による

歩道起終点、幅員変更点 ｍ以下四捨五入

(9) その他

６－７ 写真記録の方法

１．地点標設置後、道路中心線に立って200m毎に現況を撮影する。

２．撮影方法は、起点により始め以下偶数地点毎に地点距離を入れたものが写るようにし、

終点方向に撮影する。曲線等により200m間の見通し不可能の場合は、適宣中間に撮影地

点を増設する。撮影は早朝、夕方を避けなければならない。
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６－８ 現地点検

地点標設置完了後、下記により工事に使用したスチール・テープを用いて現地点検を

行い、その結果を工事監督員に提出しなければならない。

(1) 点検者の制限

点検者は、地点標設置工事に従事した技術者が行ってはならない。

(2) 点検延長

施工延長 ５㎞まで ～ 点検延長 ２０％以上

施工延長 ５～１０㎞まで ～ 点検延長 １５％以上

施工延長 １０㎞以上 ～ 点検延長 １０％以上

について地点標間距離及び主要地点を点検する。

６－９ その他

１．６－４ 地点距離の測定 で求めた車道中心線上の測点は、工事完了検査まで確保して

おかなければならない。

２．６－７ 写真記録の方法 で作成されるアルバムの標題は、次のとおりにする。

令和○○年 道道△△線

写真記録（地点距離△㎞－□㎞）
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地点標設置平面図

（記入例～各路線図を利用して作成する。）


	名称未設定

